
























































An Attempt of Self-Care of High School Students by Counseling Worksheets
















































































































































66 人）、Ｃ群：統制群（１クラスで 40 人）に設定。
ストレス反応・ストレス対処のチェックシ－ト２
回（pre・post）とカウンセリングシート２回の両
方を通して行えた者は、Ａ群で 34 名、Ｂ群で 36
名であった。また、Ｃ群については、ストレス反
応・ストレス対処チェックシ－トを２回とも行え
た人数は 36 名であった。故に、Ａ群 36 名、Ｂ群























































果は pre においては有意な差がなく post において
























主効果は pre においては有意な差がなく post にお
いて有意であり、認知群と統制群、イメージ動作
群と統制群との間で有意（p<.01）な差が認めら
































































































































ある SUD の変化（pre → post）・効力感の変化
295
カウンセリングシートによる高校生のセルフケアの試み


















































して、pre での SUD が低い場合には苦痛感はもと
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